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大 道 直 一

緒 論

近 來 赤 血球 沈 降反 應 ノ諸疾 患 ニ於 テ,ソ ノ鑑 別診 斷,或 ハ豫 後判 定 上 ノ補助 方 法 ト

シテ,應 用 サルル ノ可否 ニツ キ,批 判續 出 ノ有樣 ナ リ.余 モ,本 反 應 ノ皮膚 科及 ビ泌

尿 器科 領 域 ニ於 ケル臨 牀 的價 値 如何 ヲ究 メ ン ト欲 シ,全 例192例 ニ就 テ實驗 シタ リ.

抑 モ本 反 應 ハHober氏 ガ, 1904年 ニ赤血 球 ハ陽性 ニ向 ツテ移 行 スル ヲ以 テ陰 性 ニ荷

電 ス テ フ説 ニ暗 示 ヲ得,其 後1918年 ニFahraeus氏 ガ偶 々妊 娠 血液 ニ於 テハ,健 康 人

ヨ リモ本 反應 速進 スル コ トヲ發 見 シ,本 反 應 ヲ シテ妊 娠鑑 別診 斷 上 ニ意義 ア ラ シメン

トセ リ.其 後Linzenmeier氏 ハ子宮外 妊娠 ト,子 宮附 屬 器官 ノ炎 症 トノ鑑 別診 斷 ニ成 功

セ シヨ リ,本 反 應 ノ名 聲 頓 ニ高 マ リ,ヤ ガ テ諸學 者 ガ之 ヲ他 ノ一 般醫 學 上 ニ應 用 シテ

ソノ病 的變 化 ノ鑑 別診 斷 學上 ニ一 新機 軸 ヲ出 サン トシテ努 力研 究 セ リ.從 ツテ本 反應

ニ關 スル業 績 モ,積 ンデ山 ヲナス状 況 ニ テ,ソ ノ診 斷學 上 ノ價値 ニ ツキテモ,甲 論 乙

駁 ノ状 態 ナ リ.サ レ ド今 ヤ一般學 者 ノ意 向 ハ,本 反 應 ニ ヨル 鑑 別診 斷學 上 ノ意 義 ニ ツ

キ テハ之 ヲ認 ムル能 ハザル モ,ソ ノ豫 後判 定 上 ノ補 助 法 トシ テハ相 當見 ル ベ キ價 値 ア

リ トノ論信 ゼ ラ レッ ツア リ.勿 論本反 應 ト,結 核性 諸疾 患 トガ(殊 ニ内科 的方面 ニ テ

ハ)非 常 ニ密 接 ナル關係 アル ハ一般 ノ認 ムル處 ナ リ.

吾 ガ皮 膚 科 學界 ニ於 テモ,ソ ノ診斷 學 的意 義 ヲ認 メ得 ズ トノ論 ハ, Riecke, Mayr, 

Pewny, Kersting諸 氏 ニ ヨ ツテ,夙 ニ稱 ヘ ラ レシ處 ナ リ.サ レ ド黴 毒 ニ於 テ稍 々ソ ノ價

値 ヲ認 メ得 ラル ル コ トハ,以 上 ノ諸 氏 ノ外 ニNathan, Herold, Mierzecki, Preininger,

青 木,坂 本,根 岸 諸氏 ニ ヨ ツテ唱 ヘ ラ レキ.就 中,第 二期 發疹 期 ニ於 テ最 モ速度大 ニ

シテ,第 三期 潜伏 期,第 一期 等 ニ テハ一般 ニ速 進 ヲ認 ムル モ,前 者程 ニ著 シカ ラズ ト

云 フ.癩 疾患 ニ於 テモ靑 木,坂 本,上 川 諸 氏 ハ速 進 ヲ認 メタ ル モ,益 子氏 ハ正 常 ノ速

度 ヲ示 セ リ ト云 フ.其 他一 般皮 膚病 ニ於 テモ,ソ ノ炎 症 ノ廣 狭 ニ 應ジテ,沈 降反 應 ハ

一 致 シ,尚 ホ軟性下 疳,淋 疾 ニ於 テハ,ソ ノ合 併症 ナ キ限 リハ,殆 ド健 者 ノ成 績 ニ近

シ トハPewny, Kersting, Mayr,靑 木,坂 本,上 川,益 子諸 氏 ノ稱 フル 所 ナリ.尚 ホ

又Gyorgy,坂 本,益 子氏等 ハ,本 反 應 ト, W. R.ト ハ,稍 々相 平 行 スル モ ノノ如 シ ト
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云 フ.サ レド一方Nathan, Herold氏 等 ハ,コ レニ反 對 セ リ.尚 ホ本反應 ノ本 態 ニ關 シ

テハ,未 ダ諸家 ノ研 究中 ノ事 ニ屬 シ,余 モ 目下此方面 ニ關 シ テ研 究 中 ナ レ ド其 詳細 ハ

他 日 ニ讓 ル.

實 驗 方 法

血 球 沈 降 反 應 ニ用 ヒ ラ ル ル方 法 ト シテ ハ現 今 大 約 シ テ二 ツ ヲ數 フ. 1ハ 血 漿 柱 ノ高 サ ニ於 テ ソノ沈 降 ニ要 ス ル

時 間 ヲ測 定 ス ル モ ノ,即 チ 一定 ノ時 ヲ標 準 トス ル モ ノ,他 ハ 一定 時 間 後(1, 2, 24時 間 目)ニ 於 ケ ル血 漿 柱 ノ高

サ ヲ測 定 ス ル法,即 チ一 定 ノ距 離 ヲ標 準 トス ル モノ ナ リ.前 者 ハLinzenmeier氏 法 ニヨ ツ テ 代表 セ ラ レ,後 者 ハ

Westergren氏 法 ヲ以 テ 代表 ト セ ラ ル.而 シ テ余 ノ行 ヘ ル實 驗 ハ後 者 ノ ウ氏 法 ニ屬 シ,更 ニ之 ヲ基 礎 ト シテLeitz

ヨ リ發 賣 セ ル器 械 ニ ヨ レ リ.即 チ 之 ニ ハPravaz注 射 器 ヲ模 倣 セ ル内 容2cc.ノ モ ノ ニ シ テ之 ヲ10區劃 ニ 分 テ リ.

血 液 凝 固 豫 防 ノ 目的 ニ テ,豫 メ3.8%枸櫞 酸 曹 達 ヲ區 劃4ノ 處 マ デ入 レオ キ,被 檢 者 ノ肘靜 脉 血 ヲ,殘 リノ16區

劃 分,即 チ 目盛20ノ 處 マデ 穿 刺吸 引 ス.即 チ攝 取 血液 ト枸 櫞 酸 曹達 トノ比 ハ常 ニ4:1ニ 保 タ シ ム.而 シ テ之 ヲ

小 試 驗 管 内 ニ注 入 シ テ靜 ニ室 温(12-20゜)ニ 放 置 ス ルコ ト4時 間 ニ シ テ再 ビ ヨ ク試 驗 管 ヲ振 蘯 シ,一 度 沈 澱 セ ル

内 容 ヲ シ テ 一樣 ニヨ ク混 セ シメ,之 ヲ更 ニ特 別 ノ 「ピペ ッ ト」ノ上 界 マ デ吸 引 シ直 チ ニ之 ヲ規 定 ノ 垂 直 保持 器 ニ支

エ シメ,ソ ノ時 間 ヲ基 底 トシ テ, 1, 2, 24時 間 後 ニ於 ケ ル血 漿 柱 ノ高 サ ヲ測 定 ス ルモ ノ ナ リ.而 シテ「ピ ペツ ト」

ハ 口徑2.5mm,長 サ30cmニ シ テ 下部 ノ 目盛 ヨ リ上 部 ノ モ ノ マ デ ノ 高 サ200mm,丁 度 内容1cc.ノ 處 ニ 目盛1ヲ

附 シ,以 下200區 分 セ ルモ ノ ナ リ.尚 ホ 實驗 ニ際 シ テ ノ注 意 トシ テ ハ血 液 採 取 時 ハ空 腹 時 ヲ良 シ ト シ,尚 ホ婦 人

ニ テ ハ,月 經 前 後 ニ ハ行 ハ ザ ル ヲ可 トス.是 レ月經 時 ニハ健 人 ニテ モ沈 降度 ニ相 違 ヲ來 ス故 ナ リ.實 驗 成 績 ヲ表

ハ ス ニ 當 リ,余 ハ便 宜 上沈 降度 ヲ ウ氏 ニ傚 フテ分 ツ.

1. 健 人　 2-6mm(男 子)　 終 値 40-80mm

3-8mm(女 子)　 〃 〃 〃

2. 弱 陽 性　 6-8mm(男 子)　 終 値 80-100mm

8-10mm(女 子)　 〃 〃 〃

3. 中 等度 陽性　 8-40mm(男 子)　 終 値 100-120mm

10-40mm(女 子)　 〃 〃 〃

4. 強 陽 性　 40-100mm　 終 値 100-150mm

但 シ 前 ノ値(2-6mm等)ハ1及 ピ2時 間 ノ平 均,終 値 ハ24時 間 目 ノ値 ナ リ.而 シテ1, 2時 間 ノ平 均 數 ハ次

式 ニ ヨ ツ テ 出 ス.

a……1時 間 目 ノ數, b… …2時 間 目ノ數, M… … 平 均 數

以下平均値ト記 セルハMノ 意義ナリ.

實 驗 成 績

1) 健 人.

平 均數2-6mm(男 子), 3-8mm(女 子),終 値40-80mmニ シ テ,ウ 氏 成績 ト全 然

一致 ス .婦 人 ハ男 子 ヨ リモ稍 々沈 降度 ノ大 ナル ヲ見 ル.又 健康 婦人 ニテハ月經 中 ハ沈

降度 稍 々健 康 時 ヨ リモ多 キ ガ如 ク,又 同一 人 ニ テモ食 後1時 間 以 内 ニ計 リ シ沈 降度 ハ
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空 腹 時 ヨ リモ大 ナル ヲ見 ル ガ故 ニ,血 液採 取 ハ空 腹 時 ヲ選 ブニ非 ザ レバ時 ニ成績 ノ不

確 實 ナル ヲ免 レザル所 ナ リ(表參 照).尚 ホ興 味 アル ハ表 示 ノ如 ク,一 見何 等 ノ疾 病 ヲ

モ有 セザル ガ如 キ女 子(勿 論 血液採 取條 件 ハ總 テ具備 ス)ニ シテ,偶 々本 反 應 ノ陽性 ニ

表 ハ レシヲ以 テ,試 ミニ内科 的診 斷X線 檢 査 ヲ受 ケ シメ シニ明 カニ肺結 核 ノ診 斷 ヲ下

サ レシモ ノア リ.是 等 ハ如 何 ニ本 反 應 ノ結 核性 疾患 ニ鋭敏 ニ反 應 スル カ ヲ知 ル ト共 ニ

一面 本反 應 ノ肺 結核 診斷 上 ニ意 義 アル ベ キ ヲ思 フモ ノ ナ リ.

2) 黴 毒.

第 二期 發疹 期 最 モ沈降 度 大 ニ シテ,平 均28.2即 チ中等 度 陽性 ヲ示 シ,第 二期 及 ビ第

三 期 潜伏 性黴 毒 之 ニ次 グ.第 一期 黴 毒 ハ健 人 ヨ リモ稍 々沈降 度 多 キカ,或 ハ同値 ヲ示

スニ過 ギズ .又Wassermann氏 反應(W. R.),村 田氏反 應及 ビ本反 應 ハ大 體 ニ於 テ相

平行 スル モノ ノ如 ク,即 チW. R.ノ 陽性 度減 ズル ニ從 ツ テ本反 應 ノ沈降 度 モ減 ジ,遂

ニW. R.陰 性 トナ レバ本 反 應 モ亦 尋常 トナル.尚 ホ興 味 アル ハW. R.ヨ リモ村 田 氏

反 應 ノ鋭敏 ナ リト認 メ得 ラルル黴 毒 患 者 ニ テハ,即 チ初 メW. R.,村 田氏 反應,本 反

應 共 ニ陽性 ニ反應 セ シモノガ,驅 黴療 法 ノ結 果W. R陰 性 トナ レル ニ係 ラズ,村 田氏

反 應 依 然 トシ テ陽 性 ヲ示 セル時本 反應 モ依 然 トシテ陽性 ヲ示 セル コ トハ,村 田氏反 應

ノW. R.ヨ リモ鋭 敏 ナ リ トノ説 ヲ裏書 スル ニ足 ル好材料 タ ラ ンカ.

3) 下 疳.

軟性 下 疳 ハ100%ニ 於 テ橫 痃 ノ合 併症 ナキ限 リハ,尋 常値 平 均3.6ヲ 示 セ リ.混 合

下 疳 ニ テハ沈 降 度 ハ軟 性下疳 ヨ リモ稍 々多 キガ如 キモ(平 均6.6)コ レニ テ直 チニ下疳

ノ硬,軟 性 ノ鑑 別診 斷上 ノ意義 ハ附 シ難 シ.

4) 橫 痃.

化膿 性機 轉 アル モ ノハ全部 陽性 平 均44ヲ 示 セ ドモ,化 膿 性 機 轉 ナキモ ノ ハ健 人値 ニ

等 シ.即 チ4.5ヲ 示 セ リ.故 ニ本 反應 ガ橫 痃 ノ化膿 性機 轉 ノ有無 ヲ知 ル 上 ニ一參 考 タ

ラ ンモ之 ニ テ直 チ ニ橫 痃 ノ性 質,即 チ黴 毒 性 カ,軟 性下疳 性 カ,淋 菌 性 カ,單 純 性 カ

ノ鑑 別 ヲ附 スル能 ハズ.

5) 癩 病.

全 例13例 中3例 ハ健 人 ト同 値 ヲ示 セル モ,他 ハ中 等度 陽性 ナ リキ.即 チ77%ニ 於

テ陽性 ナ リ.平 均13.5ヲ 示 ス.是 レ症状 ノ輕 重,疾 患 ノ進 行状態 ニ ヨリ テ,速 度 ノ消

長 ニ關係 アル モ ノ ノ如 ク,尚 ホ一般 ニ斑 絞型 ハ結 節型 ヨリモ沈降 度稍 々低 キ感 ア リ.

前 者 ハ平 均10mm,後 者 ハ平 均17mmヲ 示 セリ.
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6) 皮 膚 癌.

3例 皆中等 度 陽性,即 チ平 均22.3ヲ 示 セ ドモ,本 反 應 モ亦 コ レノ ミニ特 有ナル モ ノ

ニ非 レバ他 疾 患 トノ鑑 別診斷 上 ノ意義 ハ認 メ難 シ.

7) 皮膚 結 核.

本症 ニ於 テハ100%ニ 於 テ強 陽性 平均64.75ヲ 示 セ リ.之 ニ反 シ紅斑 性狼 瘡 ノ尋 常

値3.25ヲ 示 セル コ トハRiecke, Preininger諸 氏 ノ稱 ヘ シ如 ク本 症 ノ非結 核説 ノ一論 據

タル ベ シ トノ説 ニ賛 スル モ ノ ナ リ.尚 ホ結 節性 紅斑 トBazin氏 硬 結性 紅 斑 トハ,共 ニ

陽性,前 者 ハ平 均41.25,後 者 ハ平 均42.25ヲ 示 セル ヲ以 テ,本 反應 ニ ヨル鑑 別 診斷 ニ

ハ 意義 ヲ認 メ得 ズ.

8) 其他 ノ皮 膚 疾患.

濕 疹 ハ慢 性 ノモ ノハ100%ニ 於 テ健 人 ト差 異 ナキモ(平 均5.93),急 性 ノモノ ハ中等

度 陽性 平 均11.75ヲ 示 セ リ.酒〓 鼻 ハ1例 ノ強 陽性 ヲ除 ケル外 ハ,全 部 中等 度 陽性平

均22.1ヲ 示 ス.圓 形 禿髪 症 ハ100%ニ 於 テ尋 常 値,平 均3.6ヲ 示 ス.急 性皮 膚 炎,火

傷 ノ2例 ガ共 ニ強 陽性 ニ反 應 セル コ トハ,如 何 ニ本反 應 ト炎 症 トノ間 ニ,密 接 ナル關

係 アル カ ヲ立 證 スルモ ノ ナ リ.蕁 麻疹,帶 状疱疹,「 サル ワル サ ン」疹,腋 臭,傳 染 性

軟 屬腫,尋 常性 疣贅 等 ハ尋 常値 ナ リキ.砂 毛,色 汗症,色 素性 母斑,疥 癬 等 ハ共 ニ陽

性,多 形滲 出性紅 斑 ハ強 陽性 ヲ示 セ リ.肝 斑 ハ弱 陽性 ヲ示 セ ドモ,白 斑 ハ尋 常値 ナ リ

キ.其 他Recklinghausen氏 病 ハ尋 常値4.75ヲ 示 セ リ.絲 状 菌病 中,黄 癬 ハ中等 度 陽性

平 均19ヲ 示 セ リ.白 癬 ニテソ ノ表 在性 ノモノハ尋 常値 平 均5.75ヲ 示 セ ドモ,深 在性

ノモ ノハ中等 度 陽性20.75ヲ 示 セ リ.

9) 淋 疾.

淋 菌性 尿 道炎 中,其 合併症 ナキモ ノニ テ急性 ノモ ノハ,大 部 分 尋 常値 平 均5.1ヲ 示

ス モ,其 約1%ニ 於 テハ,沈 降 度健 人 ヨ リモ稍 々大,即 チ平 均7.5ニ シテ,弱 陽 性 ヲ示

セ リ.是 レMierzecki氏 ノ成績 ト一 致 ス.又 慢性 ノ モ ノハ100%ニ 於 テ尋 常値 平 均4.1

ヲ示 シ,尚 ホ單 純性 尿道 炎 ト,淋 菌性 尿 道 炎 トノ鑑 別診 斷 ニ テハ,共 ニ健 人値 ヲ示 ス

ヲ以 テ意 義 ナ シ.合 併症 中,副 睾丸炎 ハ健 人 ニ比 シテ著 シク沈 降度 大,即 チ平 均33.4

ヲ示 セ リ.サ レ ド結 核性 副 睾丸炎 モ陽性 即 チ平 均41.25ヲ 示 ス.即 チ結 核性 副 睾 丸炎

ハ淋 菌 性 ノモ ノ ニ比 シテ沈 降度 稍 々大 ナル モ,鑑 別診斷 ニハ,サ シタ ル意義 ヲ認 メ難

シ.寧 ロソノ罹患程 度 ノ大 小 ヲ知 ル參 考 タ ランカ.

10) 膀胱 結石.

膀 胱 結石 ニテハ膀 胱 炎 ノ高度 ノモノ ヲ伴 ハザル 限 リハ全 部 尋常値 平 均5.5ヲ 示 セ リ.
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11) 膀 胱 炎.

非結 核性 ノ モ ノモ結 核性 ノモ ノモ共 ニ陽性 即 チ前者 ハ平 均18.75,後 者 ハ平 均17.6

ヲ示 セル ヲ以 テ,本 反 應 ニ ヨル兩 者 ノ鑑 別診斷 ノ無意 義 ナル コ トヲ示 ス.病 勢 ノ進 行

程 度 ヲ知 リ得 ル上 ニ參 考 タル ノ ミ.

12) 腎臟 結 核.

本症 ニ テハ100%ニ 於 テ強 陽性 ヲ示 シ,偏 側 性 ノモ ノハ平 均54.3ヲ 示 ス モ,兩 側 性

ノ モ ノハ沈降 度 偏 側 性 ニ比 シ テ非 常 ニ大 ニ シ テ,平 均82.25ヲ 示 セ リ.是 レ腎結 核 ニ

於 テ ソ ノ偏 側 性 カ,兩 側 性 カ ヲ知 ル ニ多少 ノ參 考 タ ラ ンカ.但 シ一側 ガ高 度 ニ侵 サ レ

シ場合 ニモ 高値 ヲ得 ベ キナ リ.尚 ホ腎腫 瘍 トノ鑑 別診斷 ニモ,兩 者 共 ニ陽性,サ レ ド

腎結 核 ノ方,沈 降度 非 常 ニ大 ナル ヲ見 レバ,多 少 ノ鑑 別 上 ノ意 義 アル ベ シ.

13) 一 般 ニ急 性 ノ モノハ慢性 ノモ ノニ比 シテ沈 降度 大 ナ リ.尚 ホ罹 患部 ノ廣 狹,ソ

ノ強 サニ應 ジテ,沈 降 度 モ之 ニ比 例 スル モ ノノ如 ク,皮 膚 疾 患 ノ種 類 ニハ餘 リ關係 セ

ザル モ ノ ノ如 シ.但 シ上 記皮 膚 疾患 中他 ノ内臟 疾 患 ア リテ,本 反 應 ニ多 少影 響 ヲ及 ボ

セル者 モ アル ベ キ ハ想像 シ得 ル所 ナ リ.

14) 豫 後判 定上 ノ意 義.

一般 ニ本 反 應 ハ疾 病 ノ經 過 ニ應 ジテ變 化 スル モ ノニ シテ,豫 後 良好 ナル モ ノハ本反

應 モ ソノ經 過 ニ正比 例 シ,豫 後不 良ノ モ ノニ於 テハ本 反 應 ハ疾病 初期 ノ反應 ト大 差 ナ

キ カ,或 ハ是 レ ヨ リモ大 ナル沈降 度 ヲ示 ス.

結 論

本 反應 ハ疾病 相互 ノ鑑 別診 斷 上 ニハ サシタ ル意 義 ヲ認 メ得 ザル モ,疾 病 ニ於 ケル症

状 ノ輕 重,ソ ノ進行程 度 及 ビ廣 狭 ヲ知 ルニ多少 ノ參 考 タ リ得.一 般 皮 膚 及 ビ泌尿 系疾

患 ニ於 テハ急 性炎 症 ノ際,慢 性症 ヨ リモ沈降度 大 ナ リ.結 核,癌,癩 等 ノ特 殊疾 患 ニ

於 テモ反 應 高 度 ナ リキ.且 本 反 應 ハ豫 後判 定上 ノ補 助 法 トシテハ相 當價 値 ア リ ト思惟

ス. (14. 11. 5.受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Die Blutsenkungsgeschwindigkeit im Gebiete 

der Dermatologie und der Urologie.

Von Dr. N. Omichi.

Aus der Universitats-Hautklinik zu Okayama (Vorstand: Prof. S. Minami).
Eingegangen am 5. November 1925.

Der Apparat von Leitz nach Westergren und Katz wurde gebraucht und die Geschwindigkeit wurde nach 1, 

2 und 24 Stunden beobachtet. Die Ergebnisse werden kurz im folgenden und zwar hier nur der durchschnittliche 

Mittelwert des Ein- und Zweistundenwertesgezeigt.

1) Bei gesunden Mannern 2-6mm., bei gesunden Frauen 3-8; bei den letzteren in der Zeit der Men

struation etwas hoher (8-13mm.). Gleich nach der Mahlzeit ist die Blutsenkungsreaktion (S. R.) etwas starker 

(9-11mm.). Es wurde daber bei den Pat. fast ausschliesslich vor dem Essen untersucht.
2) Syphilis. Im sekundaren floriden Stadium am starksten (durchschnittlich 28, 2), dann in der Latenz

periode des sekundaren und des tertiaren Stadiums. Im primaren Stadium fast normal. Wenn WaR. negativ 
wird, verhalt sich S. R. wie Norm. Bei weichem Sehanker ist S. R. normal, bei Bubo dolenta dagegen sehr stark 

(44mm.).
3) Lepra. Durchschnittlich 13, 5mm. Bei Knotenlepra etwas starker als bei Fleckenlepra.

4) Hauttuberkulose (Lupus vulgaris, Erythema Bazin, Tuberkulide, etc.). S. R. reagiert sehr stark (durch

schnittl. 64, 75). Jedoch kann man Erythema Bazin (42, 25) von Erythema nodosum (41, 25) damit kaum unter

scheiden.

5) Bei Hautcarcinom durchschnittl. 22, 3. Bei Eczema acutum mittlere Erhohung (11, 75), bei Eczema 

chronicum dagegen normal (5, 93). Bei Acne rosacea 22, 1, bei Erythema exsudativum multiforme 60, 5. Favus 

19, Trichophytia superficialis 5, 75, Kerion Celsi dagegen 20, 75. Alopecia areata, Urticaria, Herpes zoster, 

Molluscum contagiosum, Verruca vulgaris, Vitiligo etc. zeigen normalen Wert.

6) Bei Gonorrhoe normal (5, 1). Wahrend S. R. bei Epididymitis gonorrhoica 33, 4 ist, zeigt sie bei Epi

didymitis tuberculosa 41, 25. Cystitis coligenes 18, 75, Cystitis tuberculosa 17, 6. Bei einseitiger Nierentuber

kulose 54, 3, bei doppelseitigem Leiden 82, 25.

Im allgemeinen ist die S. R. bei akuten Krankheiten grosser als bei chronischen. 

Und sie scheint, zur Ausdehnung und Starke der Krankheitsprozesse parallel sich zu 

verhalten, jedoch hat sie fast keinen Zweck fur die Differenzierung der Krankheiten. 

Nur reagiert sie bei spezifischen Leiden wie Lepra, Tuberkulose, Carcinom etc. starker.

Die S. R. ist aber im Verlauf der Krankheit prognotisch viel zu verwerten. Wenn 

die Krankheit gebessert wird, nahert sie sich der Norm. (Autoreferat.)


